
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
 

 
第

１
７

５
８

回
 

南
奧

駆
道

(
佐

田
辻

～
古

屋
宿

)
の
点

検
巡

視
 

実
施

日
 

２
０

１
４

年
４

月
５

日
(
土

)
～

６
日

（
日

）
晴

後
時

雨
 

参
加

者
  

一
泊

二
日

；
青

木
宏

充
。

 
日

帰
り

；
川

島
 

功
・

沖
﨑

吉
信

・
生

熊
敏

男
・

千
満

子
 

・
 
高

階
美

根
子

・
児

嶋
道

夫
・

奥
村

順
夫

・
濱

野
兼

吉
 

  
行

仙
岳

の
山

腹
は

雪
化

粧
を

し
て

私
達

を
迎

え
る

。
登

山
口

の
補

給

路
に

降
り

立
つ

と
下

界
の

春
は

ウ
ソ

の
よ

う
に

冷
た

い
。

 
川

島
代

表
か

ら
本

日
の

作
業

の
説

明
の

あ
と

、
特

に
天

候
は

昼
頃

に

時
雨

れ
る

予
報

な
の

で
、

雨
具

の
用

意
を

促
さ

れ
る

。
私

は
先

頭
を

切

っ
て

行
仙

小
屋

に
向

か
う

。
 

 
 

夜
半

冠
雪

し
た

笠
捨

山
(第

二
ベ

ン
チ

後
) 

行
者

堂
で

安
全

勤
行

後
 

小
屋

に
は

昨
日

か
ら

小
屋

泊
ま

り
の

青
木

さ
ん

が
迎

え
て

く
れ

る
。

し
ば

ら
く

来
な

い
間

に
、

小
屋

は
竈

が
新

し
く

な
り

、
棚

が
出

来

て
備

品
も

整
理

さ
れ

、
囲

炉
裏

に
は

排
煙

防
止

用
の

ロ
ケ

ッ
ト

・
ス

ト

ー
ブ

装
置

も
設

置
、

随
分

様
変

わ
り

し
て

い
る

の
に

驚
か

さ
れ

る
。

全

て
皆

さ
ん

か
ら

の
厚

志
に

よ
る

も
の

と
の

こ
と

。
 

早
速

、
児

嶋
さ

ん
が

Ｃ
Ｏ

ガ
ス

検
知

器
を

取
付

け
、

外
で

は
川

島
さ

ん
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
が

唸
り

、
奧

駈
道

に
横

た
わ

る
倒

木
を

処
理

。
 

生
熊

敏
男

さ
ん

は
ト

ユ
の

掃
除

予
定

で
あ

っ
た

が
、

雪
の

た
め

新
に

棚
の

取
付

け
作

業
に

、
奥

村
さ

ん
は

車
の

回
送

で
小

屋
に

待
機

。
青

木

さ
ん

は
旧

逓
信

道
（

現
鉄

塔
巡

視
路

）
を

葛
川

辻
へ

、
残

り
の

者
は

笠

捨
山

に
向

か
う

。
 

川
島

さ
ん

は
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
駆

使
し

１
１

本
の

倒
木

を
処

理
、

児
嶋

さ
ん

は
自

家
製

の
標

識
を

付
け

、
沖

崎
さ

ん
は

鋸
で

小
径

を
塞

ぐ
倒

木

を
処

理
す

る
。

女
性

の
生

熊
・

高
階

さ
ん

は
、

小
さ

い
倒

木
等

を
処

理

し
、

足
取

り
も

軽
く

談
笑

し
な

が
ら

進
む

。
笠

捨
山

ま
で

は
順

調
良

く

進
み

山
頂

で
記

念
写
真

を
撮

り
休
憩

 

葛
川

辻
に

向
か

う
と
風

が
強

ま
り

、
雪

も
降

り
始

め
る

。
葛

川
辻

で

青
木

さ
ん

と
合
流

、
巡

視
路

は
４

本
程
度

の
倒

木
と

、
橋

に
大
岩

が
あ

り
、
桟

道
も
崩

れ
た
箇
所

が
か

な
り

あ
る

と
の
事

。
 

槍
ガ

岳
か

ら
地
蔵

岳
へ

向
か

う
と
風

と
雪

は
一
層
激

し
く

な
り

、
瞬

く
間

に
山

は
白
銀

の
世

界
と

化
し

、
雪

は
私

達
に

も
容
赦

な
く

降
り
注

ぎ
、
風

の
当

た
る
右
側

は
帽

子
に

も
上
着

に
も
ズ
ボ

ン
に

も
雪

が
付
着

、

手
袋

も
湿

っ
て
寒

さ
が
増

す
。
鎖
場

、
痩
せ
尾

根
も
慎
重

に
通
過

、
地

蔵
岳

の
お
地
蔵

さ
ん

に
道
中

の
安

全
を
願
掛

し
、
最

後
の
鎖

を
下

る
。

雪
と
風

が
強

く
地
蔵

岳
を
越

え
た
所

で
昼
食

の
予

定
で

あ
っ

た
が

、
四

阿
宿

ま
で

進
み
風

を
避

け
て

昼
食

。
一
過

性
の
激

し
い
吹

雪
は

止
ん
だ

が
、
風

と
雪

は
止

ま
ず

。
四
阿
宿

よ
り
国

道
へ

下
山

も
考

え
た

が
、
空

が
明

る
く

な
り
古

屋
宿

へ
と

向
か

う
。

 



 
 

笠
捨

山
山

頂
で

記
念

撮
影

 
 

 
雪

が
舞

う
地

蔵
岳

鎖
場

を
下

る
 

昼
食

を
終

え
る

と
出
発

。
古

屋
宿

ま
で

は
倒

木
も
少

な
く

順
調

に
進

む
(３

本
処

理
)。
途
中
上

葛
川

へ
の

分
岐

で
生

熊
さ

ん
か

ら
コ

ー
ヒ

ー

と
薄
皮
饅

頭
で

一
息

を
入

れ
、
古

屋
宿

に
向

か
う

頃
に

は
雪

も
止

み
、

薄
日

も
差

し
て
安
心

す
る

。
遅

れ
た

私
は

一
人

２
１
世
紀

の
森

に
下

る

と
、

奥
村

・
生

熊
敏

男
さ

ん
、

１
４

時
に

行
仙
宿

を
下

山
し

迎
え

に
見

え
て

い
て

、
全
員

が
揃

い
記

念
撮
影

。
児

嶋
さ

ん
の
コ

ー
ヒ

ー
で
疲

れ

を
癒

す
。

川
島

代
表

よ
り
今

回
の

行
動

の
謝
辞

が
あ

り
、

私
達

は
奥

村

さ
ん

の
車

で
補

給
路

登
山

口
へ

、
青

木
さ

ん
は
大
阪

に
帰

る
。

 
今

回
の
点

検
巡

視
で

、
玉

置
山

か
ら

行
仙
宿

ま
で

の
奧

駆
道

は
終

わ

っ
た

。
春

山
は

天
候

の
変

化
で

、
真
冬

の
様

な
厳

し
い
寒

さ
と
風

雪
を

伴
う
事

を
経
験

し
た

。
装

備
や
安

全
対
策

等
多

く
の
教
訓

を
得

た
こ

と

は
、
非
常

に
有

意
義

な
活
動

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新
宮

6:00
→

7:35
補

給
路

登
山

口
7:45
→

8:25
行

仙
宿

8:45
→

9:00

八
大
金
剛
童

子
→

10:35
笠

捨
山

10:50
→

11:15
葛

川
辻
→

11:30
鉄

塔
→

12:00
地
蔵

岳
→
鎖
場

12:10
→

12:50
四
阿
宿

(昼
食

)13:15
→

鉄
塔

13;35
→

14:10
貝
吹

野
→

14:30
搭
ノ
谷
峠

14:40
→
古

屋
宿

分

岐
15;20

→
15:40

 
21
世
紀

の
森

16:00
→

16:40
補

給
路

登
山

口

16:45
→

18:15
新
宮

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(濱
野

 
記

) 

 
 

 

 
 

 
 

 
積

雪
し

た
四

阿
宿

で
の

昼
食

 
 

 
21

世
紀

の
森

の
東

屋
に

て
 


